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CO2地中貯留サイトにおける微小振動観測　－米国Cranfield油田の初期観測結果に
ついて－
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CO2地中貯留における微小地震の発生可能性が議論されている。CO2圧入によって生じる微小振動は、海外の CO2圧
入サイトによる事例を踏まえるとたとえ発生しても極く微小なものと想定されるが、CGSにおける安全性評価、社会的
受容の観点からサイトでのモニタリングが必須である。

RITEでは、ローレンスバークレー国立研究所（LBNL）およびテキサス地質研究所（BEG）と連携・協力して、CO2

圧入時の微小振動に関する調査研究を進めている。米国の大規模CO2圧入サイトで微小振動を長期観測し、CO2圧入と
微小振動との関連性（微小振動の有無，規模，分布状況）について調査研究を行うとともに、本サイトで得られた知見
をもとに、将来、わが国における CCS実証試験や CCS実用化時に必要な微小振動観測手法について検討・構築するこ
とを目的としている。
微小振動観測サイトはミシシッピ州の Cranfield油田である。本油田は CO2-EORによる原油回収が行われており、こ

れまでにおよそ 300万 tの CO2が圧入されている。本サイトに 6台の 3成分微小振動計からなる半径約 3kmの観測網を
構築し、2011年 12月から微小振動の観測を行っている。本発表では、Cranfieldにおける微小振動観測の概要を紹介す
るとともに、取得された初期データの結果について報告する。
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